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久
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武
部
四
郎
兵
衛
殿

右
寛
文
五
年
三
月
の
建
し
有
v
之
よ
り
、
限
廷
の
諸
士
と
同
様
、
奥
力

士
の
人
々
も
直
に
邸
地
を
賜
は
る
事
と
成
り
た
り
。
さ
て
同
七
年
三

月
廿
自
の
達
書
K
.
奥
力
共
今
年
よ
り
=
一
ヶ
年
之
内
K
.
小
立
野
井

泉
爾
所
へ
可
a
引
越
吋
と
あ
り
て
、
此
の
時
共
の
邸
地
を
ば
小
立
野
と

泉
と
の
雨
所
陀
定
め
ら
る
。
泉
は
即
ち
今
一
宮
ふ
石
坂
奥
カ
町
の
地
を

い
へ
り
。
菅
家
見
聞
集
に
は
、
寛
文
七
年
三
月
廿
目
、
惣
奥
力
今
年

よ
り
三
少
年
の
内
花
、
不
v
残
小
立
野
井
泉
雨
所
に
被
昌
定
置
-
奥
カ
屋

敷
之
所
h
.
勝
手
次
第
潟
昌
引
越
-
可
v
申
皆
重
而
被
a
仰
渡
↓
と
あ
り
。

さ
て
右
の
如
く
建
し
有
v
之
に
付
き
、
泉
の
奥
力
屋
敷
地
は
泉
村
の
村

地
を
引
揚
げ
屋
敷
地
と
た
し
、
そ
れ
ん
¥
賜
は
り
た
り
と
ぞ
。
寛
文

十
年
+
一
月
普
請
曾
所
よ
り
算
用
場
へ
の
覚
書
K
.

売

っ
四
百
五
歩

泉
村
領
畠
所

右
泉
村
肝
煎
役
之
者
附
波
書
札
中
に
有
v
之
也
。
此
の
外
奥
力
士
の
来

歴
、
及
び
寄
親
附
奥
カ
・
組
付
奥
カ
・
本
組
奥
カ
・
遼
所
附
奥
力
、
そ

の
外
加
傾
興
力
等
の
名
目
の
事
は
‘
既
に
小
立
野
奥
カ
町
の
僚
に
載

す。

場

。

吹

屋

俗
に
野
町
吹
屋
と
呼
ぺ
り
。
石
坂
興
力
町
の
裏
問
問
中
に
あ
り
て
、

泉
村
の
地
内
怠
り
。
醤
停
に
一
宮
ふ
。
往
昔
は
千
日
町
の
地
に
あ
り
し

を
‘
後
此
に
移
柑
押
す
と
。
叉
鋳
物
師
村
山
四
郎
兵
衛
居
宅
、
最
前
は

野
町
五
丁
目
に
あ
り
て
、
錨
輪
場
を
今
の
地
位
置
き
た
り
し
か
ど
、

共
の
後
野
町
の
居
宅
を
寅
却
し
‘
泉
の
鑑
輸
場
へ
移
住
し
、
子
v
今
居

住
す
。
故
に
今
に
歪
り
、
野
町
吹
屋
と
呼
べ
る
も
、
そ
の
さ
き
野
町

居
住
の
頃
の
遺
構
な
り
と
い
へ
り
。
共
の
地
所
は
泉
村
の
地
内
を
諦

込
み
.
子
炉
今
郡
地
た
り
け
り
。

。
鋳
物
師
侮

世
々
村
山
四
郎
兵
衛
と
呼
ぺ
り
。
元
組
四
郎
兵
衛
は
、
能
登
園
鳳
至

郡
中
居
村
鋳
物
師
新
左
衛
門
の
子
孫
に
て

.
E徳
四
年
十
一
月
上

京
、
鋳
物
師
の
免
許
を
繍
け
.
夫
れ
よ
り
子
v
今
至
り
十
代
‘
子
孫
集

柴
遮
綿
し

τ職
業
を
相
続
す
。
中
居
鋳
物
師
は
、
河
内
国
鋳
物
師
の

金
淘
古
蹴
志
巻
十
七

右
は
泉
村
領
百
姓
地
、
惣
奥
力
屋
敷
第
四
湖
周
一
十
村
押
野
村
太
兵
衛

井
村
肝
煎
善
右
衛
門
罷
出
、
相
見
を
以
、
成
の
四
月
十
二
日
請
取
申

候
。
替
歩
之
儀
共
、
跡
々
之
通
銀
請
を
以
、
地
子
肝
煎
方
よ
り
第
昌
相

渡
-
可
v
申
候
。
震
v
其
如
v
此
候
。
以
上
。

寛
文
十
年
十
一
月
十
四
日

用

場

御

算御

用

地

高

一
、
四
千
二
百
三
歩
四
尺
五
寸

二
十
一
石
一
升
八
合
七
勾

一
、
六
千
六
百
二
十
八
歩
ニ
尺
七
寸

三
拾
凶
石
四
斗
六
升
七
合
九
勾

五
拾
五
石
阻
斗
八
升
六
合
六
勾

〆

御
用
高百
一
石
λ
斗
三
升
三
合

御
用
高
千
三
百
四
拾
石

内
一
石
丸
斗
五
合

引
高
残
而

一
六

御

普

諦

曾

所

泉

村

領

笠
歩
に
付
五
合
宛

同

村

領

笠
歩
に
付
五
合
ニ
勾
宛

米

高

元
文
四
年
礎
場
所
替

千
三
百
三
拾
八
石
丸
升
五
合

御
収
納
商

葡
孫
た
り
O

能
登
中
居
鋳
物
師
由
来
書
に
一
宮
ふ
。
紳
代
石
凝
姥
命
、
銭

。
筒
》

の
民
金
を
初
て
錨
鎗
し
給
ふ
よ
り
、
鍋
物
の
業
大
に
聞
け
.
紳
孫
鍋

子
麻
呂
、
感
紳
天
皇
の
御
代
に
河
内
園
丹
甫
郡
狭
山
郷
日
置
の
庄
内

に
居
住
し
‘
世
々
一
鋳
物
の
職
業
を
管
み
け
る
に
、
近
衛
天
皇
の
御
代

仁
平
年
中
に
御
牒
を
頂
織
し
、
治
承
年
中
兵
飢
を
避
け
、
狭
山
郷
日

置
の
庄
内
よ
り
能
登
園
鳳
至
郡
中
居
浦
に
落
下
り
、
此
浦
に
居
止

り
、
鋳
物
を
開
業
し
、
六
保
天
皇
仁
安
二
年
正
月
、
願
徳
天
皇
建
暦

三
年
十
一
月
、
後
期
河
天
皇
貞
膝
元
年
五
月
.
四
僚
天
皇
天
繭
元
年

十
一
月
御
牒
頂
獄
。
此
外
貨
治
以
後
御
代
々
一
紛
皆
井
女
房
車
中
寄
た
ど

を
も
頂
戴
し
、
河
内
・
能
登
の
雨
鋳
物
師
は
、
共
職
道
の
鼻
胤
也
。

殊
に
鍋
は
河
内
を
最
上
と
し
、
釜
は
能
登
を
佳
品
と
す
。
故
に
古
来

能
登
釜
・
河
内
鍋
と
て
世
に
賀
美
し
け
り
。
依
て
共
職
道
の
組
紳
を

肥
れ
る
祉
を
も
、
河
内
固
に
は
鍋
宮
大
明
一
柳
と
稽
し
‘
能
登
闘
に
は

釜
中
大
明
紳
と
崇
め
け
り
。
又
此
中
居
村
を
ぽ
中
居
甫
村
・
中
居
北

村
と
稿
し
、
郷
名
を
も
南
北
の
郷
と
唱
へ
た
り
。
河
内
国
の
郡
名
を

丹
南
・
丹
北
と
稀
し
け
る
組
先
の
本
郷
の
地
名
を
存
し
た
る
も
の
た

り
と
云
ふ
。
能
登
路
記
に
云
ふ
。
中
居
鋳
物
師
は
、
往
古
河
内
問
丹
南

郡
よ
り
来
り
、
次
第
に
子
孫
黛
祭
し
、
・
既
に
受
領
せ
し
鋳
物
師
百
五

七




